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（公財）但馬ふるさとづくり協会

隠れた逸品 Ippin
南谷農園の
果汁100% ぶどうジュース
お届け！職レポ隊
災害時も日常も！
運送会社が仕掛ける移動式ランドリー 
裏路地探険
滝と鉱山跡に囲まれた古里／香美町村岡区山田
手で生み出す つくりて
シーグラスアクセサリー作家

特 集

再発
見で

歴史
を魅
力に
！

あ り こ や ま

４５０周年
有子山城 築城出石の山城





S e t o ' s  M e m o r i e s

Ａ：店で提供しているヴィーガンランチ。京阪神などからも、多くの
人が訪れるそう。
B：グルテンフリー、卵乳製品白砂糖不使用にこだわったスイーツ。
素材には旬の無農薬野菜や有機野菜を使っており、パウンドケーキ
や蒸しパンなど、いろいろなスイーツが楽しめる。

Vol.22Vol.22  瀬戸宏之瀬戸宏之さんさん　由加　由加さんさん  
農家兼、畑のお弁当屋 結（ゆい） 経営農家兼、畑のお弁当屋 結（ゆい） 経営

Seto's Voice

2016年3月に移住し、農業をしながらお弁当屋を
営んでいます。
農業をしたいと思っていた時に養父市を紹介され、
地域おこし協力隊の制度を知り移住しました。耕作
放棄地を借りて、自然栽培でエゴマを栽培して、エ
ゴマオイルを販売しています。
また、ランチをご希望の方には、店内飲食でヴィー
ガンランチとグルテンフリーのスイーツを提供してい
ます。妻はスイーツ作りを担当しています。
他にも、月一回自伐型林業の活動もしています。

元々の農家でなくても農業をしやすいところです。
移住をサポートしてくれる体制が整っていて、周り
の方 も々応援してくださるのでありがたいですね。

移住して1年目の冬に1週間ほど留守にしたら、雪
が2mぐらい積もっていて驚きました。
車庫の前の雪かきと車庫から家まで20mのところ
の雪かきをしたら、家に入るのに3時間ぐらいかか
りました。

別宮の棚田です。景観が良く、カツラの木の根元か
ら湧き水が出ていて、神秘的な場所だと思います。
棚田の向こう側に氷ノ山が一望できるのも良いとこ
ろですね。

自給力を高める活動をしたいです。
気候の変動も激しくなり、ますます野菜を育てにくく
なることが予想されるので、気候変動にもあまり影
響を受けない自然栽培を広めていきたいです。

住  活
- J YU K ATSU -

但 馬 で 暮 ら す 移 住 者 の 方 に
地 域 で の 活 動 に つ いて お 話 を 聞 き ま し た 。

●たじま暮らしに関するお問合せ先 >>「たじま暮らしサポート BASE」   TEL.0796-24-2246

たじまUIターン情報サイト
「ひょうご北部で暮らす」  
 https://tajimalife.jp/
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01. 現在の活動　02.住んでいるまちの良い所　03.たじま暮らしで印象に残っているエピソード　
04. お気に入りの場所　05.「今後このまちでこんなことしたい」など一言メッセージをどうぞ！

京都府から養父市へ I ターン
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但馬の未来をデザインする

T A J I M A
D E S I G N

　

但
馬
の
小
京
都
と
も
呼
ば
れ
、
多
く

の
観
光
客
が
訪
れ
る
豊
岡
市
出
石
。

辰し
ん
こ
ろ
う

鼓
楼
や
永え
い
ら
く
か
ん

楽
館
な
ど
が
あ
る
人
気
の
観

光
地
で
、
古
く
は
古
事
記
や
日
本
書
紀
に

も
そ
の
名
が
登
場
す
る
。

　

そ
ん
な
城
下
町
出
石
に
は
3
つ
の
城
跡

が
あ
る
の
を
ご
存
知
だ
ろ
う
か
。
隅

す
み
や
ぐ
ら櫓
が

復
元
さ
れ
、
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
出

石
城
。
室
町
幕
府
で
四
職
家
の
１
つ
で
も

あ
っ
た
名
門
山
名
氏
の
本
拠
地
、
此
隅
山

城
。
そ
し
て
、
今
年
築
城
4
5
0
周
年

を
迎
え
る
有
子
山
城
だ
。

　

出
石
城
を
見
守
る
よ
う
に
佇
む
の
が
有

子
山
で
あ
る
。

　
「
山
名
氏
と
い
え
ば
、
応
仁
の
乱
で
西
軍

の
総
大
将
と
し
て
名
を
馳
せ
た
山
名
宗そ

う
ぜ
ん全

が
有
名
で
す
が
、
有
子
山
城
を
築
い
た
の

は
そ
の
子
孫
で
あ
る
山
名
祐す

け
と
よ豊

で
す
。

　

但
馬
に
お
け
る
山
名
氏
の
権
力
は
絶
大

で
し
た
。
朝
来
市
に
あ
る
竹
田
城
の
城
主

だ
っ
た
太
田
垣
氏
、
豊
岡
市
宵
田
城
城
主

だ
っ
た
垣か

き
や屋
氏
、
養
父
市
八
木
城
城
主

だ
っ
た
八
木
氏
、
豊
岡
市
鶴
城
城
主
だ
っ

城
下
町
出
石
は
有あ
り
こ
や
ま

子
山
城
か
ら
始
ま
っ
た

有
子
山
城 

築
城
4
5
0
周
年

た
田た

い
の
し
ょ
う

結
庄
氏
ら
が
、
山
名
四
天
王
と
し
て

山
名
氏
の
配
下
に
あ
っ
た
と
言
え
ば
、
そ
の

強
さ
が
伝
わ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

　

そ
う
話
す
の
は
、
豊
岡
市
出
石
振
興
局

地
域
振
興
課
の
中
尾
祐
太
さ
ん
。

　

3
つ
の
城
の
中
で
1
番
歴
史
が
古
い
の

は
、
出
石
神
社
に
ほ
ど
近
い
此
隅
山
城
だ
。

　

し
か
し
、
織
田
軍
の
配
下
で
あ
っ
た

羽
柴
秀
吉
に
攻
め
ら
れ
、
永
禄
12
年

（
1
5
6
9
）に
落
城
。
そ
の
際
に
祐
豊
は

大
阪
の
堺
に
逃
亡
す
る
が
許
さ
れ
、
再
び

出
石
に
戻
っ
た
際
に
築
城
し
た
の
が
有
子

山
城
で
あ
る
。

　

有
子
山
城
の
本
丸
は
山
頂
に
あ
っ
た
。

そ
の
標
高
は
3
2
1
メ
ー
ト
ル
。
此
隅
山

城
の
1
4
3.
7
メ
ー
ト
ル
に
比
べ
倍
以

上
だ
。
防
衛
拠
点
で
あ
る
山
城
を
、
よ
り

高
い
場
所
に
求
め
た
こ
と
か
ら
も
、
西
の

毛
利
氏
、
東
の
織
田
氏
に
挟
ま
れ
た
戦
国

末
期
の
但
馬
の
緊
張
感
が
見
て
取
れ
る
。

　
「
山
頂
ま
で
は
、
登
山
コ
ー
ス
と
し
て
幅

広
い
年
代
の
方
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
ま

す
よ
」
と
中
尾
さ
ん
は
話
す
が
、
山
城
と

し
て
は
急
峻
な
部
類
。
特
に
登
り
始
め
か

土地がもつ歴史を

輝かせよう

 特集・タジマデザイン

豊岡市

　
　

但
馬

を

支配した

　
山

名

氏最後の居城

出
石
を
見
守
る
３
つ
の
城

此こ
の
す
み
や
ま

隅
山
城
・
有
子
山
城
・
出
石
城

希
少
な
遺
構
が
随
所
に

出石といえば出石城（左）が有
名だが、出石城と有子山城は
セットで、「続日本100名城」に
選定されている。
有子山城の登城口は出石城の
麓にあるので、ぜひ合わせて
訪れたい。

春は麓に桜が広がり、
夏は新緑や
夕陽が美しく、

秋は雲海がたなびきます。
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ら
中
腹
ま
で
は
斜
度
が
急
だ
。
木
の
階
段

に
混
じ
り
、
所
々
剥
き
出
し
に
な
っ
て
い
る

岩
や
木
の
根
を
踏
み
締
め
進
む
。

　

だ
が
、
急
だ
と
は
言
っ
て
も
山
頂
ま
で
の

道
は
綺
麗
に
整
備
さ
れ
て
お
り
、
登
山
経

験
が
な
く
て
も
問
題
は
な
い
。
要
所
要
所

に
ロ
ー
プ
や
案
内
板
が
用
意
さ
れ
て
い
る
た

め
、
足
腰
に
自
信
が
な
く
て
も
登
り
き
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

中
腹
を
抜
け
る
と
、
頂
上
ま
で
は
穏
や

か
な
山
道
が
続
く
。

　

出
石
城
の
脇
を
抜
け
る
登
城
道
は
、
片

道
約
40
〜
60
分
ほ
ど
。
石
切
場
や
堀
切
な

ど
数
多
く
の
遺
構
が
残
っ
て
い
て
見
所
は
尽

き
な
い
。
そ
の
中
で
も
特
に
注
目
し
て
ほ
し

い
の
が
「
石
垣
」
だ
と
話
す
の
は
、
同
課
の

小
寺
誠
さ
ん
。
よ
く
見
る
と
石
垣
の
角
が

鈍
角
で
、
こ
れ
は
「
シ
ノ
ギ
積
み
」
と
い
う
、

山
城
特
有
の
古
い
手
法
だ
と
い
う
。

　

こ
れ
ら
は
落
城
後
に
羽
柴
秀
吉
の
弟
、

秀
長
が
城
主
に
な
っ
て
か
ら
造
ら
れ
た
も
の

だ
が
、一
説
に
は
城
造
り
の
名
手
藤
堂
高
虎

が
最
初
に
手
掛
け
た
石
垣
と
も
さ
れ
る
。

　

山
城
は
近
世
の
石
造
り
の
城
郭
と
違

い
、
そ
の
多
く
が
土
で
造
ら
れ
て
い
る
た

め
、
崩
れ
や
す
い
。
そ
の
た
め
、
有
子
山
城

の
よ
う
に
遺
構
が
数
多
く
残
っ
て
い
て
、
か

つ
保
存
状
態
が
良
い
山
城
は
稀
少
だ
。

　

現
在
遺
構
や
登
城
道
は
、
市
民
が
中
心

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
有
子
山
城
跡
を

登
ろ
う
会
」
が
整
備
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ

ほ
ど
丁
寧
に
管
理
さ
れ
て
い
る
の
は
「
出

石
に
住
む
人
々
に
と
っ
て
、
有
子
山
城
が

特
別
な
場
所
だ
か
ら
で
は
」
と
、
同
課
の

吉
田
圭
介
さ
ん
は
推
察
す
る
。

　
「
有
子
山
は
い
つ
も
綺
麗
に
整
備
さ
れ
、

麓
に
あ
る
出
石
庁
舎
か
ら
で
も
山
頂
の
展

望
台
が
見
え
ま
す
。
そ
れ
は
、
代
々
の
地

域
住
民
が
有
子
山
城
を
大
切
に
扱
っ
て
き

た
か
ら
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
住
民
に
と
っ

て
、
城
下
町
で
育
っ
た
と
い
う
こ
と
は
誇
り

で
す
か
ら
」。

　

山
頂
に
到
着
す
る
と
一
気
に
視
界
が
開

け
た
。
心
地
よ
い
風
が
汗
を
吹
き
飛
ば

し
、
但
馬
全
体
を
見
渡
し
て
い
る
か
と
錯

覚
す
る
よ
う
な
絶
景
が
広
が
る
。

　

観
光
の
た
め
神
戸
か
ら
訪
れ
た
と
い
う

男
性
は
、「
出
石
に
何
度
か
訪
れ
ま
し
た

が
、
こ
ん
な
気
持
ち
の
良
い
場
所
が
あ
っ
た

な
ん
て
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
感
嘆
の

声
を
漏
ら
し
た
。

　

道
が
碁
盤
の
目
の
よ
う
に
区
画
整
理
さ

れ
た
の
は
江
戸
時
代
か
ら
だ
と
し
な
が
ら

も
、「
城
下
町
と
し
て
の
出
石
は
、
有
子
山

城
が
基
礎
を
作
っ
た
の
で
は
」と
小
寺
さ
ん

は
考
え
る
。

　

現
代
の
暮
ら
し
が
営
ま
れ
る
城
下
町
出

石
か
ら
、
近
代
城
郭
で
あ
る
出
石
城
を
抜

け
、
山
城
跡
が
残
る
有
子
山
か
ら
眼
下
を

望
む
。
さ
な
が
ら
時
間
旅
行
だ
。

出
石
を
見
守
る
有
子
山
城

但馬にある城跡の中で国の史跡
に指定されているのが、朝来市に
ある竹田城、養父市にある八木
城、そして有子山・此隅山城だ。
山名氏は有子山城の落城と共に
滅び、後に建てられたのが、麓に
ある出石城である。

千畳敷の広さは
但馬一！

シノギ積みの石垣。上段には、近シノギ積みの石垣。上段には、近
世の特徴である直角に積まれた世の特徴である直角に積まれた
石垣も見られる。石垣も見られる。
時代の違う石垣を同時に見るこ時代の違う石垣を同時に見るこ
とができる貴重なスポットだ。とができる貴重なスポットだ。

か
つ
ての
登
城
ルート

か
つ
ての
登
城
ルート

（
現
在
は
通
行
不
可
）

（
現
在
は
通
行
不
可
）

山頂から出石を一望！
パノラマの大絶景が

楽しめます♪

T A J I M A
D E S I G N

登
城

ル
ート

登
城

ル
ート

千畳敷千畳敷

石垣石垣

稲荷神社へと渡る橋稲荷神社へと渡る橋登城口登城口

石垣石垣
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出石永楽館も復原させた“古民家蘇生”の匠の技を！

　

有
子
山
城
築
城
4
5
0
周
年
を
盛

り
上
げ
る
べ
く
、
出
石
で
は
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
が
目
白
押
し
だ
。

　

昨
年
の
9
月
に
は
有
子
山
城
跡
を
登

ろ
う
会
が
発
起
人
と
な
り
、
出
石
振
興

局
、
ま
ち
づ
く
り
公
社
、
観
光
協
会
、
商

工
会
と
い
っ
た
地
域
を
支
え
る
5
つ
の
組

織
に
よ
っ
て「
有
子
山
城
築
城
4
5
0
周

年
事
業
実
行
委
員
会
」が
発
足
。
垂
れ
幕

や
オ
リ
ジ
ナ
ル
ロ
ゴ
の
作
成
を
は
じ
め
、
そ

れ
ぞ
れ
の
強
み
を
生
か
し
た
イ
ベ
ン
ト
が
企

画
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
1
つ
が「
e
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
だ
。

永
楽
館
の
舞
台
に
巨
大
ス
ク
リ
ー
ン
を
設

置
し
、
戦
国
武
将
同
士
が
戦
う
ア
ク
シ
ョ
ン

ゲ
ー
ム
で
勝
敗
を
競
う
。
美
し
い
ゲ
ー
ム
グ

ラ
フ
ィ
ッ
ク
を
通
し
て
当
時
の
雰
囲
気
を
感

じ
て
も
ら
い
た
い
と
、
企
画
し
た
中
尾
さ
ん

は
語
る
。

　
「
お
城
や
歴
史
が
好
き
な
方
は
、
す
で

に
有
子
山
城
の
魅
力
を
ご
存
知
で
す
。
し

か
し
普
段
当
た
り
前
の
よ
う
に
お
城
に
接

し
て
い
る
と
、
そ
の
凄
さ
を
意
識
す
る
こ

と
は
少
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
出

石
城
に
比
べ
て
知
名
度
こ
そ
低
い
で
す
が
、

今
一
度
魅
力
を
再
確
認
す
る
き
っ
か
け
に

な
れ
ば
良
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

　

同
じ
く
永
楽
館
で
は
、
今
年
の
12
月
に

記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
る
。
城

郭
考
古
学
者
で
あ
る
千
田
嘉
博
氏
や
、

播
磨
や
鳥
取
の
研
究
者
が
集
ま
り
、
当
時

の
但
馬
の
状
況
を
紐
解
い
て
い
く
。

　

そ
の
他
に
も
各
団
体
合
わ
せ
て
20
ほ
ど

の
催
し
が
開
催
予
定
。
こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト

に
よ
り
、
若
い
世
代
に
も
出
石
の
歴
史
を

知
っ
て
も
ら
え
た
ら
と
中
尾
さ
ん
。

　

受
け
継
が
れ
て
き
た
歴
史
は
新
た
な
魅

力
と
な
り
、
人
々
に
繋
が
れ
て
い
く
。

出
石
を
楽
し
も
う
！

但
馬
の
中
心
地 

出
石
。

歴
史
と
史
跡
を
現
代
的
に
活
用

明治34年（1901）に建設された永楽館は近畿最古の芝居小屋で、但
馬の大衆文化の中心として栄えた。一度は閉館するが、平成20年
（2008）に、大正期の姿へと忠実に復原された。
現在は一般公開され、各種公演の開催も行われている。

今年4月には、「山名氏城跡保存会」により「山名祐豊特別展」
が振興局市民ホールにて開催された。
5日間で300名以上を動員し、注目の高さがうかがえる。

豊岡市 出石振興局
地域振興課

主事　中尾 祐太さん

有子山城は
出石にたくさんある
魅力の一つです！
有子山城を通して、

出石を知ってくださいね。

450周年
記念バージョン

御城印も450周年記念の
特別仕様が登場。

通常

登城したことを観光セ
ンターに申告すると、記
念缶バッチを1つもら
える。
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D E S I G N

　

そ
の
1
つ
が「
e
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
だ
。

永
楽
館
の
舞
台
に
巨
大
ス
ク
リ
ー
ン
を
設

置
し
、
戦
国
武
将
同
士
が
戦
う
ア
ク
シ
ョ
ン

ゲ
ー
ム
で
勝
敗
を
競
う
。
美
し
い
ゲ
ー
ム
グ

ラ
フ
ィ
ッ
ク
を
通
し
て
当
時
の
雰
囲
気
を
感

じ
て
も
ら
い
た
い
と
、
企
画
し
た
中
尾
さ
ん

は
語
る
。

　
「
お
城
や
歴
史
が
好
き
な
方
は
、
す
で

に
有
子
山
城
の
魅
力
を
ご
存
知
で
す
。
し

か
し
普
段
当
た
り
前
の
よ
う
に
お
城
に
接

し
て
い
る
と
、
そ
の
凄
さ
を
意
識
す
る
こ

と
は
少
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
出

石
城
に
比
べ
て
知
名
度
こ
そ
低
い
で
す
が
、

今
一
度
魅
力
を
再
確
認
す
る
き
っ
か
け
に

な
れ
ば
良
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

　

同
じ
く
永
楽
館
で
は
、
今
年
の
12
月
に

記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
る
。
城

郭
考
古
学
者
で
あ
る
千
田
嘉
博
氏
や
、

播
磨
や
鳥
取
の
研
究
者
が
集
ま
り
、
当
時

の
但
馬
の
状
況
を
紐
解
い
て
い
く
。

　

そ
の
他
に
も
各
団
体
合
わ
せ
て
20
ほ
ど

の
催
し
が
開
催
予
定
。
こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト

に
よ
り
、
若
い
世
代
に
も
出
石
の
歴
史
を

知
っ
て
も
ら
え
た
ら
と
中
尾
さ
ん
。

　

受
け
継
が
れ
て
き
た
歴
史
は
新
た
な
魅

力
と
な
り
、
人
々
に
繋
が
れ
て
い
く
。

　
「
そ
も
そ
も
私
か
ら
し
た
ら
、
な
ぜ
誰

も
辰
鼓
楼
の
歴
史
を
調
べ
な
か
っ
た
の
か

疑
問
だ
っ
た
ん
で
す
」

　

そ
う
語
る
の
は
、
さ
ら
そ
ば
甚
兵
衛
の

店
主
を
務
め
る
渋
谷
朋
矢
さ
ん
。
日
本

最
古
と
さ
れ
て
き
た
辰
鼓
楼
の
稼
働
日

が
、
実
は
2
番
目
だ
っ
た
と
証
明
し
て
し

ま
っ
た
人
だ
。

　

城
崎
出
身
の
渋
谷
さ
ん
は
、
詩
人
野
口

雨
情
が
残
し
た『
出
石
小
唄
』の
掛
け
軸

発
掘
を
き
っ
か
け
に
、
出
石
の
歴
史
調
査
に

深
く
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
活
躍
は

目
覚
ま
し
く
、
出
石
藩
の
藩
祖
で
あ
る
仙

石
権
兵
衛
秀
久
公
の
汚
名
返
上
を
証
明

す
る
古
文
書
を
初
め
て
発
掘
す
る
な
ど
、

出
石
の
た
め
に
尽
力
す
る
毎
日
だ
っ
た
。

　

し
か
し
折
り
悪
く
新
型
コ
ロ
ナ
が
観
光

業
界
を
襲
う
。
新
た
な
話
題
を
求
め
、
着

手
し
た
の
が
辰
鼓
楼
の
歴
史
解
明
だ
。

　

辰
鼓
楼
は
太
鼓
で
時
を
知
ら
せ
る
櫓

と
し
て
、
明
治
4
年
（
1
8
7
1
）に
作

ら
れ
た
。
そ
の
後
、
地
元
の
医
師
が
寄
付

し
た
時
計
を
組
み
込
み
時
計
台
と
し
て
動

き
出
し
た
が
、
そ
の
稼
働
日
は
長
年
謎
と

さ
れ
て
い
た
。

　

自
身
が
宣
伝
広
報
部
に
所
属
す
る
観

光
協
会
と
連
動
し
て
調
べ
る
が
、
謎
は
深

ま
る
ば
か
り
。
そ
こ
で
ま
ち
の
歴
史
家
か

積
み
重
ね
た
歴
史
こ
そ
観
光
資
源
。

掘
り
起
こ
す
こ
と
で
気
づ
く 

大
切
な
こ
と

ら
受
け
た
「
か
つ
て
同
じ
敷
地
に
あ
っ
た
弘

道
小
学
校
を
調
べ
て
み
て
は
」
と
い
う
ア
ド

バ
イ
ス
を
も
と
に
、
金
庫
に
保
管
さ
れ
て
い

た
日
誌
に
た
ど
り
着
い
た
。

　

そ
こ
で
正
確
な
日
付
が
判
明
し
た
ま
で

は
良
い
が
、
問
題
は
そ
の
稼
働
日
だ
。
明

治
14
年（
1
8
8
1
）9
月
8
日
。
北
海

道
の
札
幌
市
時
計
台
の
27
日
後
だ
っ
た
。

　
「
日
本
最
古
を
証
明
す
る
つ
も
り
だ
っ

た
の
で
、
大
変
な
こ
と
を
し
て
し
ま
っ
た
と

落
ち
込
み
ま
し
た
ね
」
と
渋
谷
さ
ん
。

　

意
気
消
沈
の
ま
ま
周
囲
に
相
談
し
た
が
、

「
歴
史
の
勝
ち
負
け
で
は
な
く
、
ま
ち
の
シ

ン
ボ
ル
に
な
っ
て
い
る
大
切
な
も
の
の
記
念

日
が
分
か
る
方
が
大
切
だ
」
と
勇
気
づ
け

ら
れ
、
発
表
に
至
っ
た
と
い
う
。

　

今
で
は
最
古
に
な
れ
な
か
っ
た
悔
し
さ

を
逆
手
に
と
り
、「
日
本
N
o
.
２
協

会
」
に
所
属
し
話
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
出
石
で
の
暮
ら
し
は
、
文
化
に
包
ま

れ
て
い
る
よ
う
な
感
覚
が
あ
り
ま
す
。
こ

こ
で
生
ま
れ
育
っ
た
人
は
ず
っ
と
歴
史
が
そ

ば
に
あ
る
か
ら
、
特
に
不
思
議
に
思
わ
な

い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
」
と
笑
っ
た
。

　

辰
鼓
楼
、
永
楽
館
、
出
石
城
、
そ
れ
ら

全
て
の
史
跡
は
有
子
山
城
を
見
上
げ
て

き
た
。
そ
の
積
み
重
ね
こ
そ
が
歴
史
な
の

か
も
し
れ
な
い
。

辰鼓楼の背後には出石城と有子山が見える。
日誌を紐解く中で、実は一度取り壊しの危機があったが、当時の住民たちが必死になって守ったことも明らか
になった。辰鼓楼の魅力は、「何よりも姿形がカッコいいよね」と渋谷さん。

さらそば甚兵衛
二代目　渋谷 朋矢さん

地元の人は
辰鼓楼を「大時計」、

永楽館を「えいらっかん」、
有子山周辺を「権兵衛さん」

または「お城山」と
呼び親しんでいます。

国産最古を
目指し調査中！

記者会見の様子。9月8日は「いずし時の記念
日」として登録され、毎年祝われている。
「“出石”や“辰鼓楼”は読まれにくい字なの
で、話題になることで面白い場所だとインプット
されれば」と渋谷さんは語る。

調べていくうちに、初代時計装置
が国産である可能性が浮上した。
そこで「兵庫出石・辰鼓楼機械時
計科学調査プロジェクト」として、
現在調査を進めている。
https://shinkoro-pj.net/
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朝
来
市
山
東
町
と
京
都
府
福
知
山
市
の

間
に
広
が
る
緑
豊
か
な
夜や

く

の
久
野
高
原
。

 　

こ
こ
で
ぶ
ど
う
農
家
と
カ
フ
ェ
を
営
ん

で
い
る
の
は
、
南

み
な
み
た
に谷
農
園
代
表
の
南
谷

雄ゆ
う
た大
さ
ん
だ
。

　

農
業
の
魅
力
を
発
信
す
る
た
め
に
大
自

然
の
中
に
カ
フ
ェ
を
開
業
し
、
バ
リ
ス
タ
と

ぶ
ど
う
農
家
の
複
業
農
家
と
し
て
活
動
中
。

近
年
で
は
、
地
域
の
高
校
の
講
師
と
し
て
も

貢
献
し
て
い
る
。

　

農
業
を
志
し
た
発
端
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

時
代
に
出
会
っ
た
一
冊
の
本
で
、
そ
こ
に

は
子
ど
も
た
ち
が
昆
虫
を
食
べ
て
育
つ
未

来
が
書
か
れ
て
い
た
。
あ
ま
り
の
衝
撃
に

vol.45

カフェには、複業農家の魅力を楽しく表現したいとの思い
から誕生した個性豊かなチュロスも！スタッフが案を出し
合った10種類以上が店頭に並ぶ。お持ち帰りも可能。

い
て
も
立
っ
て
も
い
ら
れ
ず
、
次
世
代
の

農
業
従
事
者
を
増
や
し
た
い
と
い
う
考
え

の
も
と
、
複
業
農
家
と
し
て
起
業
し
た
。

　

農
園
で
作
っ
て
い
る
の
は
、
自
身
も
大
好

き
だ
と
い
う
ぶ
ど
う
だ
。
初
心
者
な
が
ら

も
試
行
錯
誤
し
、
今
で
は
20
種
類
以
上
の
種

な
し
ぶ
ど
う
を
育
て
て
い
る
。

　
「
ぶ
ど
う
ジ
ュ
ー
ス
に
は
、農
園
で
採
れ
た

ピ
オ
ー
ネ
、シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
、ク
イ
ー

ン
ニ
ー
ナ
の
3
種
類
の
ぶ
ど
う
が
入
っ
て
い

ま
す
。そ
れ
ら
の
果
実
を
ま
る
ご
と
使
用
し
、

旨
み
が
凝
縮
さ
れ
た
1
0
0
％
ス
ト
レ
ー
ト

ジ
ュ
ー
ス
に
し
て
い
ま
す
」と
南
谷
さ
ん
。

　

一
口
飲
む
と
、
ぶ
ど
う
を
何
粒
も
頬

張
っ
て
い
る
か
の
よ
う
な
濃
い
果
汁
が
口

い
っ
ぱ
い
に
広
が
る
。
わ
ず
か
に
皮
の
渋

み
を
感
じ
る
の
も
良
い
。
素
材
を
生
か
し

た
自
然
な
紫
色
は
、
思
わ
ず
見
惚
れ
て
し

ま
う
ほ
ど
美
し
い
。

　
「
小
さ
な
お
子
さ
ん
で
も
楽
し
め
る
よ
う

に
ジ
ュ
ー
ス
に
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
世
代
を

問
わ
ず
飲
ん
で
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。
大

人
は
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
ワ
イ
ン
の
よ
う
に
、

お
肉
や
洋
食
と
一
緒
に
楽
し
ん
で
も
ら
え

た
ら
」と
笑
顔
で
話
す
南
谷
さ
ん
。

　

大
切
な
シ
ー
ン
や
贈
り
物
に
も
ぴ
っ
た

り
だ
と
い
う
こ
の
逸
品
。
こ
の
夏
は
、

B
B
Q
の
お
供
に
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

Ippin
但馬
の隠れた逸品

｜　 南谷農園  果汁100%ぶどうジュース　｜

高原の恵みをたっぷりあびた
心晴れる ぶどうジュース

it
ad
ak
im
as

u

■Sticks Coffee /  南谷農園【朝来市】
［所］朝来市山東町金浦６４４−１  ［休］不定休　
［時］平日10 時〜17 時 、 土日祝9 時〜17時
［問］079-676-3600 ［HP］merryhillsmarket.com
［SNS］Instagram：＠sticks_coffee
ぶどうジュースは公式HPとカフェ店頭でボトルのみで販売。
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養
父
市
に
あ
る
山
本
運
輸
株
式
会
社
は
、

60
年
以
上
の
歴
史
を
も
つ
運
送
会
社
だ
。

　

企
業
の
土
台
と
な
る
運
輸
事
業
を
は
じ

め
、
倉
庫
事
業
、
ゴ
ム
ク
ロ
ー
ラ
ー
修
理

事
業
、
環
境
対
策
事
業
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
事
業
と
い
っ
た
5
つ
の
事
業
か
ら
構
成

さ
れ
て
お
り
、
特
に
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
事

業
の
1
つ
で
あ
る
移
動
式
ラ
ン
ド
リ
ー

サ
ー
ビ
ス「
C
O
M
O
R
E
B
I
」
は
、
今

年
1
月
に
起
き
た
能
登
半
島
地
震
な
ど
で

重
要
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　

ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
な
ら
ぬ
ト
レ
ー

ラ
ー
ラ
ン
ド
リ
ー
ル
ー
ム
と
い
う
、
前
代

未
聞
の
試
み
。
東
日
本
大
震
災
や
熊
本
地

震
で
支
援
物
資
を
運
ぶ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

行
っ
て
い
た
山
本
洋
介
社
長
が
、「
現
地
に

と
っ
て
何
が
一
番
大
切
か
」
と
考
え
た
の

が
き
っ
か
け
だ
っ
た
と
い
う
。

　

コ
ン
テ
ナ
の
中
に
備
え
付
け
ら
れ
て
い

る
の
は
9
台
の
ド
ラ
ム
式
洗
濯
機
。
木
目

調
の
床
や
ガ
ラ
ス
窓
に
よ
り
、
温
も
り
と

開
放
感
溢
れ
る
し
つ
ら
え
に
な
っ
て
い
る
。

　
「
社
長
が
特
に
大
切
に
し
た
の
は
、
カ

フ
ェ
の
よ
う
に
集
え
る
内
装
や
雰
囲
気
作

り
で
す
。
単
に“
洗
濯
機
が
来
た
”で
は
な

く
、“
1
つ
の
空
間
が
来
た
”と
感
じ
て
も

ら
え
る
よ
う
に
こ
だ
わ
り
ま
し
た
」。

　

そ
う
語
る
の
は
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
事

業
部
長
の
髙
森
敬
策
さ
ん
。
平
成
7
年
に

起
き
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
被
災
者
の

1
人
で
も
あ
る
。

　
「
復
旧
の
際
、
洗
濯
は
後
回
し
に
さ
れ
が

ち
で
す
。
被
災
す
る
と“
な
ぜ
自
分
が
”と

辛
く
な
り
ま
す
が
、
清
潔
な
衣
服
を
着
る

こ
と
は
、
衛
生
面
は
も
ち
ろ
ん
、
気
持
ち

の
面
で
も
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
」。

　

C
O
M
O
R
E
B
I
に
地
域
住
民
が
集

う
た
め
、
連
絡
が
取
れ
な
か
っ
た
人
同
士

が
再
会
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
か
。

　

支
援
後
は
道
の
駅
な
ど
で
有
償
設
置
す

る
予
定
だ
が
、
い
ま
だ
被
災
地
で
は
要
望

の
声
が
止
ま
な
い
。
髙
森
さ
ん
は
、「
私
た

ち
に
手
を
合
わ
せ
て
く
だ
さ
る
利
用
者
も

お
ら
れ
、
29
年
前
の
恩
返
し
を
さ
せ
て
も

ら
っ
て
い
る
気
持
ち
で
す
」
と
噛
み
締
め

た
。
山
本
運
輸
は
今
日
も
、
取
り
戻
す
べ

き「
日
常
」を
届
け
て
い
る
。

コ
ン
テ
ナ
型
ラ
ン
ド
リ
ー
と
い
う
新
提
案
。災
害
時
も
日
常
も

■山本運輸株式会社
［所］兵庫県養父市養父市場1041-2　［問］079-665-0344
1959 年創業の老舗運輸会社。「誠実に真っ直ぐに 真心と笑顔を添えて」を社是
に地域を支えている。　https://www.yamamoto-unyu.jp/

〜但馬が誇る企業の現場に密着〜

vol.22

前例のないコンテナ型移動式コインランドリーを実現できたのは、「運送業で培ったノウ
ハウや、今までの実績と周囲からの信頼があったからこそ」と髙森さんは語る。
COMOREBI は、ENEOSマテリアルトレーディング株式会社が企画提案し、株式会社コ
ンテナハウス2040.jpが製作を行った。

2023 年8月に完成後、
わずか10日後には台風7号の
影響による断水のため養父市
八鹿町伊佐地区にて設置を行った。
要請後約8 時間後には洗濯可能になった
というから驚きだ。
またコンテナは普通車で牽引できるため、

「運転手不足に陥りがちな災害時でも多く
の人が運べる」と山本社長。トラクター事
情に精通している山本運輸ならではの視
点が生かされている。

キャンピングカーを災害時に無償提供する協
定を養父市と結んでおり、能登半島地震では
職員の寝泊りを助けた。
平時はレンタルも行っており、名古屋から借り
に来るほどの人気車両を取り揃えている。

エアコン完備で
夏でも快適！



香美町村岡
区山田

　
「
昔
は
住
民
た
ち
で
冠
婚
葬
祭
な
ど
を

全
て
執
り
行
っ
て
い
て
、
葬
式
に
お
坊
さ
ん

が
来
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
最
近
だ

な
ん
て
聞
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
」。

　

集
落
へ
入
る
前
に
あ
る
の
は
、
10
月
9

日
に
秋
祭
り
が
行
わ
れ
る
熊
谷
神
社
。

　

境
内
に
あ
る
丸
い
岩
は
「
鮭
大
明
神
」

に
関
す
る
も
の
だ
と
い
う
。
矢
田
川
下
流

に
あ
る
香
美
町
香
住
区
小こ

ば
ら原

で
鮭
に
乗
っ

た
伊い

か
が
し
こ
お
の
み
こ
と

香
色
雄
命
と
い
う
神
様
が
降
り
、

乗
っ
て
い
た
鮭
が
た
ど
り
着
い
た
の
が
こ
の

山
田
と
さ
れ
て
い
る
。
お
宮
自
体
は
向
か

い
の
山
中
に
あ
る
が
、
道
が
険
し
く
容
易

に
参
拝
で
き
な
い
た
め
、
こ
こ
に
石
が
祀
ら

れ
た
の
だ
と
か
。

　

歩
み
を
進
め
る
と
、
山
田
体
育
館
が
見

え
て
き
た
。
射い

そ
う添

中
学
校
山
田
分
校
と
山

田
小
学
校
の
跡
地
で
、
横
に
併
設
さ
れ
て

い
た
の
は
幼
稚
園
だ
。
秋
祭
り
に
な
る
と

餅
ま
き
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
住
民
の
集
う

場
所
と
し
て
今
も
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
山
田
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、
過
酷
な
山

間
を
走
る
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
「
村
岡
ダ

ブ
ル
フ
ル
ウ
ル
ト
ラ
ラ
ン
ニ
ン
グ
」の
ス
タ
ー
ト

地
点
に
選
ば
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　
「
私
が
学
生
の
頃
は
1
学
年
に
15
名
ほ

ど
の
学
生
が
お
り
ま
し
た
。
隣
の
集
落
の

小こ
じ
ょ
う城

や
境
か
ら
歩
い
て
こ
の
学
校
に
通
学

す
る
同
級
生
も
何
名
か
い
ま
し
た
ね
」。

　

か
つ
て
は
周
辺
地
域
の
中
心
地
だ
っ
た

山
田
だ
が
、
今
は
家
屋
の
半
数
近
く
が
空

　

矢
田
川
を
遡
る
よ
う
に
県
道
4
号
線

を
西
に
走
る
と「
ヤ
マ
メ
の
里 

山
田
渓
谷
」

と
い
う
看
板
が
。
そ
れ
に
従
い
渓
流
を
遡

る
よ
う
に
登
る
と
、
た
ど
り
つ
く
の
が
香
美

町
村
岡
区
山
田
だ
。

　
「
水
の
美
し
さ
を
生
か
し
、
か
つ
て
は
毎

年
ヤ
マ
メ
な
ど
を
放
流
し
て
い
ま
し
た
。
夏

休
み
に
な
る
と
上
流
に
あ
る
河
川
敷
で

“
山
田
渓
流
祭
り
”
が
開
か
れ
、ア
マ
ゴ
や

ニ
ジ
マ
ス
の
掴
み
取
り
な
ん
か
も
あ
り
ま
し

た
ね
。
京
阪
神
な
ど
か
ら
も
多
く
の
家
族

連
れ
が
来
て
、
大
変
賑
わ
っ
た
ん
で
す
よ
」

　

そ
う
案
内
し
て
く
れ
た
の
は
区
長
の
西

裕ひ
ろ
か
ず誠

さ
ん
。
川
に
沿
う
よ
う
に
立
ち
並
ぶ

家
々
は
、
立
派
な
も
の
が
多
い
。
古
く
は

農
業
、
養
蚕
、
山
仕
事
が
主
な
産
業
で
、

冬
に
な
る
と
和
歌
山
周
辺
へ
酒
造
り
の
出

稼
ぎ
に
行
っ
て
い
た
そ
う
だ
。

　
「
冬
は
雪
深
く
、
建
物
の
2
階
ま
で
雪

が
積
も
る
こ
と
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
か
ら
ね
。
昔
は
春
ま
で
道
は
空
か
ず
、

車
も
通
れ
ま
せ
ん
で
し
た
か
ら
、
冬
場
は

出
稼
ぎ
に
行
く
し
か
な
か
っ
た
で
す
。
2

階
の
窓
か
ら
外
に
出
て
、
雪
を
掘
っ
て
玄

関
を
開
け
る
な
ん
て
当
た
り
前
だ
っ
た
ん

で
す
よ
」
と
西
さ
ん
は
笑
う
。

熊谷神社。熊谷神社。
大雪のため檜が倒れ、鳥大雪のため檜が倒れ、鳥
居の一部が壊れたため差居の一部が壊れたため差
し替えた跡が見える。し替えた跡が見える。
鳥 居には「 文 化 十 年 」と鳥 居には「 文 化 十 年 」と
彫ってあり、歴史があるも彫ってあり、歴史があるも
のだということがわかる。のだということがわかる。

どこを歩いていても川の音が聞こえる。どこを歩いていても川の音が聞こえる。
水しぶきがきらめいて、なんとも涼やかだ。水しぶきがきらめいて、なんとも涼やかだ。

県道4 号県道4 号

至 国道9 号至 国道9 号

神
様
を
運
ん
だ
鮭
が

選
ん
だ
渓
流
。

個
性
豊
か
な
滝
と

鉱
山
跡
に
囲
ま
れ
た

水
の
古
里
を
歩
く
。

10



き
家
と
な
っ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
、
な
ぜ

人
々
は
こ
の
場
所
で
暮
ら
し
始
め
た
の
か
。

そ
の
疑
問
に
は
、
同
じ
く
山
田
に
住
む
西

坂
秀
美
さ
ん
が
教
え
て
く
れ
た
。

　
「
江
戸
時
代
、周
り
の
山
は
鉱
山
だ
っ
た

ん
で
す
。
か
つ
て
は
“
山
田
千
軒
”
と
う
た

わ
れ
、
実
際
に
家
屋
が
千
軒
を
超
え
た
こ

と
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
よ
」。

　

な
ん
で
も
、
当
時
の
領
主
で
あ
っ
た
山

名
家
の
政
策
に
よ
り
鉱
山
発
掘
が
盛
ん

で
、
金
・
銀
・
銅
・
鉄
が
豊
富
に
採
掘
さ

れ
た
そ
う
だ
。
特
に
鉄
は
大
量
に
採
れ

「
山
田
鉄
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

　

し
か
し
宝
暦
3
年
（
1
7
5
3
）
頃
、

私
領
地
の
鉱
山
は
幕
府
に
支
配
さ
れ
る
と

の
噂
が
あ
っ
た
た
め
、
全
て
の
鉱
山
を
埋
め

隠
し
て
し
ま
っ
た
。
今
で
も
山
肌
に
坑
道

跡
で
あ
る
間ま

ぶ歩
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

採
掘
に
ま
つ
わ
る
面
白
い
話
は
他
に
も

あ
る
。
か
つ
て
、
山
田
の
観
音
堂
が
あ
る
場

所
に
は
温
泉
が
湧
い
て
お
り
、
周
辺
に

「
湯ゆ

や弥
神
社
」と
呼
ば
れ
る
神
社
が
あ
っ
た

そ
う
だ
。
し
か
し
、
新
温
泉
町
で
湯
村
温

泉
が
発
掘
さ
れ
る
と
、
山
田
の
温
泉
は
出

な
く
な
っ
た
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
西

坂
さ
ん
は
「
詳
し
く
は
わ
か
ら
な
い
が
、
泉

脈
が一
緒
だ
っ
た
の
か
も
」
と
苦
笑
し
た
。

　

時
代
に
合
わ
せ
、
さ
ま
ざ
ま
な
表
情
を

見
せ
る
山
田
。
知
ら
れ
ざ
る
歴
史
の
深
さ

こ
そ
、
今
も
こ
の
土
地
で
暮
ら
し
て
い
る

人
々
の
誇
り
な
の
だ
と
実
感
し
た
。

間歩間歩

三段滝三段滝

愛宕神社愛宕神社

山の神山の神

台風以前には川の中洲に小屋が台風以前には川の中洲に小屋が
あったそうだが、今は流され跡形あったそうだが、今は流され跡形
もない。谷間に集まる水の力を改もない。谷間に集まる水の力を改
めて思い知らされる。めて思い知らされる。

7 月23日に夏祭りが行7 月23日に夏祭りが行
われる。われる。

「現在は山の神の前で「現在は山の神の前で
神事を執り行うが、父神事を執り行うが、父
の世代だと愛宕神社のの世代だと愛宕神社の
前で太鼓や踊りをして、前で太鼓や踊りをして、
大変賑やかだったと聞大変賑やかだったと聞
いています」と西さん。いています」と西さん。

公民館公民館

観音堂観音堂

商店跡商店跡

学校跡学校跡

辻堂辻堂

山田山田
浄化センター浄化センター

熊谷神社熊谷神社

鮭大明神鮭大明神

棚田棚田

至 小城至 小城

屋根に抜気（ばっき）と呼ばれ屋根に抜気（ばっき）と呼ばれ
る越屋根が見える。る越屋根が見える。
養蚕を営んでいたのだろう。養蚕を営んでいたのだろう。

観音堂は一度建て替えられた。観音堂は一度建て替えられた。
内部から見上げると、古い木材が一内部から見上げると、古い木材が一
部再利用されているのが分かる。部再利用されているのが分かる。

この山に鮭大明神この山に鮭大明神
のほこらがあるとのほこらがあると
いう。いう。

土蔵を備えた立派な家屋が立ち並ぶ。土蔵を備えた立派な家屋が立ち並ぶ。
客をもてなす食器を収納しているのではと西客をもてなす食器を収納しているのではと西
さん。さん。

小城集落へと続く道。小城の小城集落へと続く道。小城の
住民は、昭和59 年にふもとの住民は、昭和59 年にふもとの
和田地区に集落移転したた和田地区に集落移転したた
め、現在は誰も住んでいない。め、現在は誰も住んでいない。

美しい三段滝。美しい三段滝。
山田の先にある小城には「小城四十八滝」と呼山田の先にある小城には「小城四十八滝」と呼
ばれる多くの滝があり、それを目指して訪れるばれる多くの滝があり、それを目指して訪れる
愛好家も少なくない。愛好家も少なくない。
道幅が狭いので、注意して向かって欲しい。道幅が狭いので、注意して向かって欲しい。

江戸時代の鉱山跡「間歩」。江戸時代の鉱山跡「間歩」。
製鉄した際に出る鉄滓（かなくそ）も、製鉄した際に出る鉄滓（かなくそ）も、
付近には多く残っている。付近には多く残っている。

かつて但馬牛を飼っていた厩を物かつて但馬牛を飼っていた厩を物
置に改造したという農家。家の中か置に改造したという農家。家の中か
ら牛に餌をあげていたそうだ。ら牛に餌をあげていたそうだ。

県道4 号県道4 号

至 香美町香住区至 香美町香住区
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伝
承
の
地
を
訪
ね
て

第41回

狸
に
化
か
さ
れ
た
狐

《協力》新温泉町教育委員会

新温泉町と鳥取県の県境にある
蒲生峠。旧山陰道として歴史の
道百選になっている。

　
そ
の
昔
、
新
温
泉
町
に
動
物
た
ち
も
認
め
る
化
け
上
手
な
狐
が

い
た
。
こ
れ
は
そ
の
狐
に
起
き
た
ち
ょ
っ
と
ま
ぬ
け
な
お
話
だ
。

　
時
を
遡
る
こ
と
江
戸
時
代
。
狸
を
化
け
仲
間
に
加
え
る
こ
と

を
不
平
に
思
っ
て
い
た
狐
は
、
狸
に
化
け
競
べ
を
申
し
込
ん
だ
。

　
約
束
の
日
、
狸
は
狐
の
家
を
訪
れ
た
が
、
狐
は
お
ら
ず
机
の
上

に
ぼ
た
も
ち
が
残
さ
れ
て
い
る
だ
け
。
腹
を
空
か
せ
た
狸
が
ぼ
た

も
ち
を
口
に
も
っ
て
い
く
と
「
狸
く
ん
、
勘
弁
し
て
く
れ
よ
」
と
ぼ

た
も
ち
か
ら
声
が
す
る
で
は
な
い
か
。
ぼ
た
も
ち
に
化
け
た
狐
に

化
か
さ
れ
た
狸
は
が
っ
か
り
。「
参
っ
た
。
今
度
は
ぼ
く
が
化
か
す

か
ら
。
十
日
に
蒲
が
も
う
と
う
げ

生
峠
に
来
て
お
く
れ
」
と
い
っ
て
帰
っ
て
い
っ
た
。

　
そ
し
て
約
束
の
日
。
狐
が
蒲
生
峠
に
行
っ
て
み
る
と
「
下

に
ぃ
ー
、
下
に
ぃ
ー
」
と
、
大
層
な
行
列
が
や
っ
て
く
る
。

　「
見
事
に
化
け
た
ね
ぇ
」
と
旅
人
に
化
け
た
狐
が
殿
様
の
か
ご

に
近
づ
く
と
、「
出
会
え
、
出
会
え
、
く
せ
者
だ
！
」
と
あ
っ
と
い

う
間
に
武
士
た
ち
が
刀
を
抜
い
て
斬
り
か
か
っ
て
き
た
。

　「
狸
く
ん
、
僕
だ
よ
僕
！
危
な
い
じ
ゃ
な
い
か
」
と
狐
は
慌
て
た

た
が
、
武
士
の
太
刀
先
は
止
ま
ら
な
い
。    

　
狐
は
、
慌
て
ふ
た
め
き
、
命
か
ら
が
ら
薮
に
飛
び
こ
ん
だ
。
　

　
一
方
、
狸
は
「
狐
く
ん
、
そ
れ
は
本
物
の
大
名
行
列
だ
よ
」
と
松

の
木
の
上
か
ら
気
の
毒
そ
う
に
眺
め
て
い
た
と
さ
。

「
化
け
競
べ
」 ［
新
温
泉
町
越お
っ
さ
か坂
］
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つくりて

1 2

の話。

vol.07

但馬から “ て ” で生み出す

一度作ってみて納得しなければ、作り直すというこだわりのアクセサリー。同町にきた外国人へのお土産として作品をつくったことも。

世界で一つだけの

輝くシーグラスに

想いをのせて。

Kokoro  Sea Glass Accessory
シーグラスアクセサリー作家
ナインナイン・アウンさん

［所］ 　 新温泉町浜坂
［SNS］ ht t ps : //w w w. facebook .com/peop l e/
Kokoro-Sea-Glass-Accessory/100072124658430/

［問］ kokoro.peace@gmail.com

新温泉町の英会話教室「懐（ふところ）」で講師をするかたわ

ら、シーグラスアクセサリーの作り手として活動。ミャンマー

文化の発信なども行っている。ご注文の際は、手作りのため

お届けに1週間ほど必要。活動のお問い合わせはメールにて。

　 香美町にある「木の殿堂」にて行ったワークショップ。今夏、8月に
開催予定の浜坂のバザーで、アクセサリーの販売も予定している。
　 シーグラスや陶器片の表面に、1mmほどの穴をあける細かな作業を
繰り返したのち、星や月、魚など様々なモチーフをつなぎ合わせる。

1

2

　結婚を機にミャンマーから新温泉町浜坂に移

住してきたというシーグラスアクセサリーのつく

りて、ナインナイン・アウンさん。

　移住してしばらくした頃、浜坂サンビーチを訪

れ、浜辺できらきらと輝くシーグラスに出会った

そうです。その時、知り合いに「シーグラスでも

のづくりもできるよ」と教えてもらったことが

きっかけで、趣味で作品を作り始めるようになっ

たというナインナインさん。

　「シーグラスは、海辺に流れ着いたガラス片です。数年から長くて100年近くもの間、

波にうたれ続けることで、最後には美しいかけらになります。そのかけらを使ったアク

セサリーは、今度はみんなに大切にされるものに変わります」と語るナインナインさん。

　2021年に母国であるミャンマーでクーデターが発生した際には、何かできることは

ないかと考え、自身の作品を販売。その売上の全てをミャンマーへの支援金として送

りました。この取り組みは町内の人にも広まり、200 個以上の作品を制作したことも。

　「ピアスやブックマーカー、ネックレスなどを中心に制作していて、何を組み合わせ

ようか考えている時が楽しいですね。細かい作業なので目も痛くなるし、粉が舞っ

たりして大変ですが『今でも使っていますよ』と写真付きで送ってくれたり、『気に入っ

ています』とコメントいただいた時はとてもうれしいです」と、目を細め笑うナイン

ナインさん。制作時には必ず母国を想うそうです。

　「海外に住んでいる私たちも苦しいけれど、一番苦しいのはミャンマー国内にいる

人たちです。いくら苦しいと思っても、私たちはその中で努力しないといけない。制

作を続けている内に、何年もの間波にもまれて美しく生まれ変わるシーグラスは、

ミャンマーと似ていると思うようになりました。私たちミャンマー人も苦しい時間を

乗り越え、最後には平和になりたいです」と教えてくれました。

　平和を求め努力し続ける。そのひたむきな思いが、作品に込められていました。
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香美町ジオタクシー
体験乗船会
〜7月31日(水） ※有料
香美町香住区境 （乗船場）

（問）香美町ジオパーク
推進協議会
TEL.0796-36-3355

香美町ジオパーク海開き行事
7月1日（月）
香美町香住区境

（今子浦海水浴場）
（問）香美町香住観光協会
TEL.0796-36-1234

銀谷の七夕
7月6日（土）〜7日（日）
朝来市生野町口銀谷

（問）朝来市生野支所
TEL.079-679-2240

シワガラの滝トレッキング
7月6日（土） 9：00〜15：00
新温泉町 小又川渓谷
※有料、要申込

（問）上山高原エコミュージアム
TEL.0796-99-4600

香美町ジオカヤック体験会
7月6日（土）〜7日（日）※有料
香美町香住区（三田浜海水
浴場及び矢田川河口付近）

（問）香美町ジオパーク
推進協議会
TEL.0796-36-3355

一円電車体験乗車会
7月7日(日）・28日(日）
8月4日(日）・11日(日）・25日(日）
9月1日(日）、10月6日(日）
 各日10：00〜15：00 ※有料 
養父市 あけのべ一円電車ひろば

（問）あけのべ自然学校
TEL.079-668-0258

もののけの森 音楽祭
7月13日（土） ※有料
香美町村岡区大笹

（問）ハチ北観光協会
TEL.0796-96-0732

もののけの森 姫ボタル鑑賞会
7月13日（土） ※有料
香美町村岡区大笹

（問）ハチ北観光協会
TEL.0796-96-0732

川下大祭
7月13日（土）～15日（月・祝）
新温泉町 宇都野神社

（問）浜坂観光協会
TEL.0796-82-4580

浜坂ふるさと夏祭り花火大会
7月14日（日）20：00〜21：00
新温泉町 浜坂県民サンビーチ

（問）浜坂観光協会
TEL.0796-82-4580

諸寄麒麟獅子舞
7月14日（日）〜15日（月・祝）
新温泉町諸寄地区内

（問）教育委員会文化財室
TEL.0796-82-4490

荒湯天狗まつり
7月20日（土）15：00〜
新温泉町 湯村温泉街
ポケットパーク周辺

（問）新温泉町商工会浜坂本所
TEL.0796-82-1152

土日限定！手ぶらでキャンプ
7月20日（土）〜21日（日）
香美町小代区新屋

（問）尼崎市立美方高原自然の家
TEL.0796-97-3600

上山高原キャンプ（昆虫、星観察等）
7月20日（土）～ 21日（日）
13：00〜 ※有料、要申込
新温泉町 上山高原

（問）上山高原エコミュージアム
TEL.0796-99-4600

ジオパークかえる島絵馬祈願
7月21日（日）
香美町香住区境

（今子浦海水浴場）
（問）香美町香住観光協会
TEL.0796-36-1234

第47回香住ふるさとまつり
7月27日（土）
香美町香住区香住

（香住浜周辺）
（問）同総合委員会
TEL.0796-36-3355

ふるさと小代夏まつり
7月27日（土）
香美町小代区大谷

（問）ふるさと小代夏まつり事務局
(香美町小代観光協会内）
TEL.0796-97-2250

2024クリーンパーク北但祭り
7月28日（日）9：00〜13：00
豊岡市竹野町坊岡943
クリーンパーク北但
定員40名 ※要申込

（問）北但行政事務組合
TEL.0796-21-9110

城崎温泉 夏物語・夢広場
7月29日(月)〜8月22日（木）
予定　20：00〜21：30
豊岡市城崎町 四所神社等

（問）城崎温泉観光協会
TEL.0796-32-3663

柳まつり8月1日（木）〜2日（金）
豊岡市 豊岡駅通り他

（問）柳まつり実行委員会
TEL.0796-22-4456

び〜ちふぇすた2024
8月4日(日) ※有料、要申込
新温泉町 浜坂県民サンビーチ 

（問）実行委員会事務局
（新温泉町生涯教育課内）
TEL.0796-82-5629

城崎温泉ふるさと祭り
8月6日（火）18：00〜予定
豊岡市 城崎温泉街

（問）ふるさと祭り実行委員会
TEL.0796-32-4411

とちのきSummerキャンプ
（低学年向け）
8月7日（水）〜9日（金）※有料 
香美町小代区新屋

（問）尼崎市立美方高原自然の家
TEL.0796-97-3600

とちのき村nature school
（高学年向け）
8月7日（水）〜9日（金）※有料
香美町小代区新屋

（問）尼崎市立美方高原自然の家
TEL.0796-97-3600

香美神の頂に登ろう
8月11日（日・祝）  ※有料
香美町村岡・香住・小代区

（問）香美町村岡区中央公民館
TEL.0796-98-1366

シャワークライミング体験会
8月11日(日・祝）、13日（火）
※有料 香美町小代区新屋

（問）尼崎市立美方高原自然の家
TEL.0796-97-3600

中辻芸踊り
8月14日（水）20：00〜
新温泉町中辻地区 公民館前

（問）教育委員会文化財室
TEL.0796-82-4490

丹土はねそ踊り
8月14日（水）〜15日（木）
21：00〜
新温泉町丹土地区 公民館前

（問）教育委員会文化財室
TEL.0796-82-4490

海上傘踊り
8月14日（水）22：00〜
新温泉町海上 牛峰寺境内

（問）教育委員会文化財室
TEL.0796-82-4490

あさご夏祭り 
8月16日（金）予定
朝来市 朝来グラウンド周辺

（問）朝来市朝来支所
TEL.079-677-1165

大杉ざんざこ踊り
8月16日（金）予定
養父市大屋町大杉 二宮神社

（問）やぶ市観光協会
TEL.079-663-1515

夏休み工作教室
8月18日（日）9：00〜11：30
豊岡市竹野町坊岡943
クリーンパーク北但
定員30名 ※要申込

（問）北但行政事務組合
TEL.0796-21-9110

巌山地蔵大権現祭
8月24日（土）13：00〜17：00
新温泉町飯野 巌山神社境内

（問）教育委員会文化財室
TEL.0796-82-4490

湯村の火祭り
8月24日（土）19：30〜
新温泉町 湯村温泉街

（問）湯区事務所
TEL.0796-92-1081

ビーチサッカー FESTA2024
8月31日（土）〜9月1日（日）
新温泉町 浜坂県民サンビーチ
※有料、要申込

（問）大会事務局
（新温泉町生涯教育課内）
TEL.0796-82-5629

道の駅創業祭
9月14日（土）〜16日（月・祝）
新温泉町 道の駅山陰海岸
ジオパーク浜坂の郷

（問）同道の駅
TEL.0796-80-9010

久谷ざんざか踊り
9月15日（日）9：30〜14：00
新温泉町久谷 八幡神社

（問）教育委員会文化財室
TEL.0796-82-4490

竹田城跡十五夜お月見イベント
9月17日（火）
朝来市和田山町竹田

（問）朝来市観光協会
TEL.079-668-9177

千谷麒麟獅子舞
9月19日（木）
9：00〜14：00
新温泉町 千谷地区内

（問）教育委員会文化財室
TEL0796-82-4490

シワガラの滝トレッキング
（平日版）
9月19日（木）
9：00〜15：00
新温泉町 小又川渓谷 
※有料、要申込

（問）上山高原エコミュージアム
TEL.0796-99-4600

香住ガニまつり 9月21日（土）
香美町香住区若松

（問）香美町香住観光協会
TEL.0796-36-1234

里山森林公園を歩こう
（対象：高校生以上）
9月23日（月・休）
9：00〜13：00
豊岡市竹野町坊岡943
クリーンパーク北但
定員20名 ※要申込

（問）北但行政事務組合
TEL.0796-21-9110

霧ヶ滝トレッキング（平日版）
9月26日（木）9：00〜
新温泉町 霧ヶ滝渓谷 
※有料、要申込

（問）上山高原エコミュージアム
TEL.0796-99-4600

福富麒麟獅子舞
9月28日（土）
10：00〜17：00
新温泉町 福富地区内

（問）教育委員会文化財室
TEL.0796-82-4490

七釜麒麟獅子舞
9月29日（日） 
8：30〜19：00
新温泉町 七釜地区内

（問）教育委員会文化財室
TEL.0796-82-4490

桂の滝トレッキング
9月29日（日）9：00〜
新温泉町 小又川渓谷
※有料、要申込

（問）上山高原エコミュージアム
TEL.0796-99-4600

出石消防団消防操法大会
9月29日（日）13：00〜
豊岡市出石町 出石庁舎駐車場

（問）出石振興局地域振興課
TEL.0796-52-3111

村岡ダブルフルウルトラ
ランニング 9月29日（日） 
※有料 香美町村岡区全域 

（問）同大会事務局
TEL.0796-94-0298

和田麒麟獅子舞
10月3日（木） 
11：00〜18：00
新温泉町 和田地区内

（問）教育委員会文化財室
TEL.0796-82-4490

あけのべ一円電車まつり
10月6日（日） ※有料
養父市大屋町明延

（問）あけのべ自然学校
TEL.079-668-0258

宇都野神社 麒麟獅子舞
（宇都野神社秋祭り）
10月8日（火）8：00〜16：00
新温泉町 浜坂地区内

（問）教育委員会文化財室
TEL.0796-82-4490

居組麒麟獅子舞
10月9日（水）7：00〜19：00
新温泉町 居組地区内

（問）教育委員会文化財室
TEL.0796-82-4490

氷ノ山紅葉登山フェスティバル
10月中旬予定 養父市福定 氷ノ山

（問）氷ノ山鉢伏観光協会
TEL.079-660-2024

出石秋まつり「喧嘩だんじり」
10月13日（日）13：30〜
豊岡市出石町内

（問）弘道地区コミュニティ協議会
TEL.0796-52-5810

栃谷・田君麒麟獅子舞
10月13日（日）7：50〜17：00
新温泉町 栃谷・田君地区内

（問）教育委員会文化財室
TEL.0796-82-4490

三尾麒麟獅子舞
10月13日（日）8：00〜18：00
新温泉町 三尾地区内

（問）教育委員会文化財室
TEL.0796-82-4490

ねってぃ相撲 
10月14日（月・祝）予定
養父市奥米地 水谷神社

（問）やぶ市観光協会
TEL.079-663-1515

城崎だんじり祭り
10月14日（月・祝）宵宮
10月15日（火）本宮
豊岡市 城崎温泉街

（問）城崎温泉観光協会
TEL.0796-32-3663

九鹿ざんざか踊り
10月20日（日）予定
養父市八鹿町九鹿 日枝神社

（問）やぶ市観光協会
TEL.079-663-1515

秋のエコフェスタ　
10月20日（日）9：00〜 
※有料、要申込
新温泉町 上山高原

（問）上山高原エコミュージアム
TEL.0796-99-4600

いも掘り・キノコ教室
10月20日（日）9：00〜13：00
豊岡市竹野町坊岡943
クリーンパーク北但
定員30名 ※要申込

（問）北但行政事務組合
TEL.0796-21-9110

畑ヶ平林道 滝ハイキング
10月24日（木） 9：00〜14：30
新温泉町 畑ヶ平林道
※有料、要申込

（問）上山高原エコミュージアム
TEL.0796-99-4600

扇ノ山紅葉登山
10月26日（土） 9：00〜15：30
新温泉町 扇ノ山
※有料、要申込

（問）上山高原エコミュージアム
TEL.0796-99-4600

●イベントなどの情報は2024年5月現在のものです。　●開催日など諸事情により変更、中止される場合があります。  
●但馬の主なイベントを掲載しています。　●開催状況については各問合せ先までご確認ください。
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●各イベント、教室などには参加費・材料費が必要な場合があります。

　定員数が限られる場合もありますのでご確認ください。

全但バス但馬ドーム

第34回但馬ドーム杯
グラウンド・ゴルフ交流大会
(決勝ラウンド) 7月10日（水）

第67回 近畿高等学校
ソフトボール選手権大会
7月12日（金）〜14日（日）

（問）県高体連 加古川
西高等学校　太田先生
TEL.079-424-2400

但馬ドームサマーミュージアム
8月1日（木）〜31日（土）
9：00〜17：00

第27回神鍋ジュニアサッカー
サマーカーニバル
8月13日（火）〜15日（木）

（問）ニチレク
TEL.072-748-3356

ドーム deアウトドア
アクティビティ2024
8月31日（土）〜9月1日（日）

第13回世界ジオパーク
トレイルラン 
9月8日（日）

（問）関西トレイルラン
サーキット実行委員会事務局
TEL.06-6699-5000

第10回山陰海岸ジオパーク
小学生駅伝競走大会 兼 
第34回但馬小学生駅伝競走
大会
10月26日（土）

（問）但馬青少年部
TEL.0796-26-3648

（問）全但バス但馬ドーム
（豊岡市日高町名色88-50）
TEL.0796-45-1900

但馬文教府

みてやま地域公開講座
①7月5日（金） 
② 8月17日（土） 
③10月18日（金）
13：00〜15：00　※有料

2024親子フェスタＩＮ
但馬文教府 
7月13日（土）
10：00〜16：00　※有料

科学する但馬のこども作品展
9月14日（土）〜 23日（月・休）
9：00〜17：00

（問）但馬文教府
（豊岡市妙楽寺41-1）
TEL.0796-22-4407

海洋堂フィギュア展（仮称）
7月13日（土）〜9月1日（日） 

（問）あさご芸術の森美術館
（朝来市多 良々木739-3）
休館日：水曜 ・7月16日（火）
※8/14（水）は開館
10：00〜17：00
入館は閉館30分前まで
TEL.079-670-4111

あさご芸術の森美術館

ペルセウス座流星群観望会 
8月11日（日・祝）
20：00〜

（問）天文館バルーンようか
（養父市八鹿町国木697-1）
TEL.079-663-2021

養父市立全天候運動場

南但馬自然学校

第1回親子で自然学校
7月20日（土）9：30〜
21日（日）〜13：45 
薪で焚こうカレー作り、
夏の思い出工作、キャンプ
ファイヤー、テント泊、
竹伐採からつくる MY竹箸
と流しそうめん
※参加費3,500円（天候等に
よりテント泊ができない場合
は別途1人370円が必要）
※定員になり次第締切

第2回遊友体験活動
「紅葉の里山を楽しもう！
～秋の生き物さがし～」
10月12日（土）
9：30 〜12：00
※保険料100円が必要

（問）県立南但馬自然学校
（朝来市山東町迫間字原189）
TEL.079-676-4731

日本・モンゴル民族博物館

第92回企画展
「鉛筆彫刻人シロイ〜
直径３ミリからの芯世界〜」
７月６日（土）〜９月１日（日）
※有料

鉛筆彫刻人シロイ〜直径３
ミリからの芯世界〜実演会
７月６日（土）、８月３日（土）
〜４日（日）、９月１日（日）
午前・午後に各2回実演予定

（但し、8月3日(土）は午後のみ）
※有料

チャイルド・アートデイキャ
ンプwith日本・モンゴル民
族博物館＆あさご芸術の森
美術館
8月24日（土）〜25日（日）
9:00〜16:00の予定※有料

第93回企画展
「古代モンゴル『岩画』１万年
の世界Vol.２〜龍の起源〜」
９月14日（土）〜12月10日（火）
※有料

（問）日本・モンゴル民族博物館
（豊岡市但東町中山711）
TEL.0796-56-1000

Spot Spot IInformationnformation
木の殿堂

村田幸夫 アートの世界
7月13日（土）〜8月25日（日）

山根十三枝 花嫁人形展
7月13日（土）〜8月25日（日）

探鳥会 
7月21日（日） 9：00〜12：00
定員30名 ※有料 

夏休み親子おもちゃ作り教室
8月3日（土）13：00〜16：00
定員 親子10組 ※有料

シーアクセサリー作り教室
8月10日（土）
10：00〜15：00 ※有料

折りたたみイス作り教室
8月18日（日） 
①10：00〜12：00
②13：00〜15：00
定員 各回10組 ※有料

むらおかこぶし園 
入居者作品展
8月31日（土）〜10月6日（日）

岩佐義弘 趣味の木工作品展
8月31日（土）〜10月6日（日）   

組み木指導員養成講座
9月21日（土）、28日（土）
10月19日（土）
各日13：00〜16：00 
各回定員8名 ※有料 

ふれあいの森倶楽部
9月23日（月・休）
13：00〜16：00 
定員30名 ※有料 

第27回森と木のクラフト展
10月12日（土）〜11月17日（日）

井上修治 陶芸展
10月12日（土）〜11月17日（日）      

（問）木の殿堂
（香美町村岡区和池951）
TEL.0796-96-1388

コウノトリの郷公園

サマーキッズデイ
7月20日（土）
9：30〜15：00

獣医師から学ぶ
コウノトリの診療所
7月28日（日）

『約束のケージ』
ガイドウォーク
〜コウノトリ保護増殖の
歴史にふれよう〜
8月4日（日）
コウノトリ保護増殖センター

山陰海岸ジオパーク
『砂の世界をのぞく展』
8月10日（土）〜12日（月・休）
9：00〜16：30
※最終日は16：:00まで

コウノトリへのえさやり体験
9月15日（日）

秋の特別ガイドウォーク
9月22日（日・祝）
・10：00〜11：30
・13：30〜15：00

『郷公園デー』
〜非公開エリア特別公開〜
10月19日（土）〜20日（日）
9：00〜15：00

（問）県立コウノトリの郷公園
（豊岡市祥雲寺128）
TEL.0796-23-5666

豊岡市立歴史博物館

第15回特別展　大貯金箱展
6月29日(土)
〜9月24日(火)
※有料

第60回企画展　
但馬山名氏と山名四天王（仮）
9月28日(土)〜１月７日(火)

（問）豊岡市立歴史博物館
ー 但馬国府・国分寺館 ー

（豊岡市日高町祢布808）
9：00〜17：00（入館は30分前まで）
TEL.0796-42-6111

円山川公苑

山田毅 日本画展 「万里一空」
7月7日（日） 〜
9月23日(月・休)
※有料 高校生以下無料

「カナディアンカヌー
・カヤック・SUPで巡る
円山川・楽々浦」
7月21日（日）
9月22日（日・祝）
10月13日（日）
各日14：00〜16：00※有料

「円山川の夕凪
・サンセットＳＵＰ」
7月27日（土）
8月４日（日）、11日（日・祝）
17日(土)、25日(日）
各日16：30〜18：30※有料

（問）県立円山川公苑
（豊岡市小島1163）
TEL.0796-28-3085

豊岡市立美術館

第28回伊藤清永賞
子ども絵画展
10月5日（土）〜20日（日）
9：30〜 ※有料

（問）豊岡市立美術館
ー 伊藤清永記念館 ー

（豊岡市出石町内町98）
9：30〜17：00
入館は閉館30分前まで
TEL.0796-52-5456

木彫フォークアートおおや
養父市コレクション展
9月13日（金）〜29日（日） 
9：00〜17：00
※有料 ※最終日は16：30まで

（問）木彫展示館
（養父市大屋町大杉826）
TEL.079-663-8070

木彫展示館

ピザづくり体験
7月7日(日) 10：00〜
定員8組(締切6/30)
※要申込・有料

但馬牛博物館探検隊
①7月14日(日) 
②10月14日（月・祝）
各日13：00〜 
※要申込（小学生以上）

竹灯籠作り体験
7月21日(日) 
①10：00〜②13：00〜
各回定員5組  ※2人1組み
※要申込・有料

（小学生以下保護者同伴）

但馬牛映画観賞会
① 8月4日(日)  
10：00〜
②9月15日(日) 〜16日（月・祝）
14:30〜
各日定員20名

夏休み但馬牛講座
8月4日(日)
13：30〜※要申込
定員 小学4年生以上 10組

うどん打ち体験
8月18日(日)  10：00〜
定員30名 （締切8/13）
※要申込・有料

但馬牧場公園

羊毛クラフト作り体験
8月25日(日)  13：30〜
定員10名 ※要申込・有料

（幼児・小学生低学年は保
護者同伴）

ローストビーフ作り
9月8日(日) 10：00〜 
定員8組（締切9/1）
※要申込・有料

鼻輪投げ
9月8日(日) 13：00〜 
定員30名 ※対象（幼児以上）

但馬牛クイズ大会
9月15日(日) 〜16日（月・祝）
13：00〜

但馬”牛まつり” 
9月22日（日・祝）  10：00〜
※臨時駐車場・シャトルバスあり

第36回兵庫県どんぐりごま大会 
10月12日(土)  10：00〜

パンケーキ作り体験
10月13日(日)  10：00〜 
定員20名（締切10/6）
※要申込・有料

謎解き宝探しゲーム
10月20日(日)  13：30〜
定員5枠 ※1組2〜5名   
※要申込・有料 ※荒天中止

（問）県立但馬牧場公園
（新温泉町丹土1033）
TEL.0796-92-2641

兎和野高原野外教育センター

姫ボタル瀞川平トレイルラン
7月7日（日） ※有料

夏休み親子キャンプ
8月24日（土）〜25日（日）※有料

うわのグラウンドゴルフ大会
8月28日（水） ※有料

きのこ観察会
9月28日（土）〜29日（日）  
※有料（日帰りコースあり）

キャンプフェスタ IN UWANO
10月5日（土）〜6日（日） 
 ※有料

“秋の兎和野・瀞川平”
山岳歩こう会
10月20日（日） 
※有料

（問）兎和野高原野外教育センター
（香美町村岡区宿791-1）
TEL.0796-94-0211 
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●催し物の料金など詳細は、各ホールへご確認ください。

やぶ市民交流広場
オープンハウス
ＹＢファブのナツフェス
2024
7月14日（日）

劇団四季
ファミリーミュージカル

『ガンバの大冒険』
7月30日（火） 
開演18：00（17：15開場）
※有料

大阪大学交響楽団
サマーコンサート
8月24日（土） 
開演14：00（13：30開場）

八鹿観世能
9月1日（日） ※有料

第21回 養父市吹奏楽祭
9月16日（月・祝）

（問）養父市立やぶ市民交流広場
（養父市八鹿町八鹿538-1）
TEL.079-662-0070

やぶ市民交流広場（YBファブ）

瀧口 翔＋
 マルセロ・エヴェリン

『共鳴の装置(仮)』
レジデンス成果発表
6月下旬予定

マキシム・キュルヴェルス
『OKINA』レジデンス
成果発表
7月下旬予定

上田久美子「プロジェクト
・プネウマ(仮)」成果発表
8月中旬予定

KIACレジデンス・セレク
ション2023→24(仮)
9月中旬予定　※有料 

アイラ・メルコニアン／
T h e  R u b b e r b o d i e s 
Collective『Blood Thirsty』
地域交流プログラム
10月中旬予定

ニール・ラック「Kinosaki
 Rustic Experiences」
地域交流プログラム
10月下旬予定

城崎国際アートセンターは
2024年度が開館10周年で
す！
http://kiac.jp/article/2637/

（問）城崎国際アートセンター
（豊岡市城崎町湯島1062）
TEL.0796-32-3888

城崎国際アートセンター

ボルトボルズ　
サイエンスショー
8月４日（日）  開演14：00
場所：あさご・ささゆりホール
※有料

東京大衆歌謡楽団演奏会
9月23日（月・休）
開演14：00
場所：生野マインホール  
※有料

（問）朝来市芸術文化課
（朝来市和田山町玉置877-1）
TEL.079-672-1000

朝来市文化会館

自衛隊避難訓練
コンサート2024
7月7日（日）
※応募者多数の場合は抽選 

京都橘高等学校
吹奏楽部演奏会
8月17日（土）
開演13：30 （12：30開場）
※有料 

豊岡ブラスフェスタ2024
10月5日（土）　※有料

NHKのど自慢
10月13日（日）　
※応募者多数の場合は抽選

（問）豊岡市民会館
（豊岡市立野町20-34）
TEL.0796-23-0255

豊岡市民会館

人形劇団プーク公演
「エルマーとりゅう」
7月6日（土） 開演10：30〜
※有料

噺家生活三十周年
桂 吉弥 独演会
9月7日（土） 開演18：30〜 
※有料

宝くじ文化公演
コロッケwithものまね芸人
爆笑!スペシャルライブ
10月5日（土） 開演14：00〜 
※有料

（問）新温泉町温泉公民館
（新温泉町湯990-8）
TEL.0796-92-1870

夢ホール

第33回 せきのみや
ふれあいまつり
8月31日（土）
場所：関宮ふれあいパーク

第57回 関宮文化祭
10月26日（土）〜27日（日）
場所：関宮公民館及び周辺

（問）養父市立関宮公民館
（養父市関宮637）
TEL.079-667-2331

 ノビアホール

第59回やぶ文化祭
10月18日（金）〜20日（日）
9：00〜18：00
場所：養父市養父公民館
※最終日のみ15：00まで

（問）養父市立養父公民館
（養父市広谷250）
TEL.079-664-1141

 ビバホール

おおやホール

おおやの森コンサート
〜フルートとピアノのしらべ〜
8月18日（日） 14：00〜
※有料　高校生以下無料

（問）おおやホール
（養父市大屋町山路7）
TEL.079-669-0120

第30回公募展木彫
フォークアートおおや作品展 
9月13日（金）〜29日（日） 
9：00〜17：00
※最終日は16：30まで

はしもとみおトークイベント
9月15日（日）

（問）木彫フォークアート
おおや事務局

（養父市大屋町大屋市場20-1）
TEL.079-669-0120

おおやアート村 BIG LABO

あそびっグラボ② 
〜8月31日（土） 
9：00〜17：00　

（入場は16：30まで）
※有料 
※水曜定休・年始年末

（問）おおやアート村 BIG LABO
（養父市大屋町加保7）
TEL.079-669-2449

Hall Hall IInformationnformation

稲村なおこ
ファミリーコンサート
8月18日（日）開演14：00〜

（問）香住区中央公民館
（香美町香住区香住114-1）
TEL.0796-36-3764

香住区中央公民館

豊岡市民プラザ

ミュージック☆バッグ 2024
7月6日（土）
開演18：00  ※有料
高校生以下無料、要整理券

小中高生舞台芸術体験講座
「平田オリザ先生の
中・高生演劇入門
ワークショップ」
７月15日（月・祝） 
10：00〜17：00
※受講無料、要申込

「小学生演劇ワークショップ」
7月18日（木）〜20日（土）
※受講無料、要申込

「中・高生演劇創造ワーク
ショップ」
8月10日（土）〜12日（月・休）
※受講無料、要申込

サロンコンサート
ボンボヤーヤandおぐねぇ
/ハーモニカ＆ギター＆キー
ボードコンサート
7月15日（月・祝）
開演12：30

第38回プラザ寄席ふれ愛亭
７月21日（日） 
開演13：30※有料

サロンコンサート
THE STRAWBERRY
FIELDS/ビートルズ
トリビュートバンド
8月初旬予定

平和を願う朗読劇・豊岡
2024 『祈り―1945』
8月3日（土） 
開演14：00
※有料 高校生以下無料、
要整理券

アートスクール
〜劇場を創る舞台技術〜

「舞台創造講座」
8月10日（土）〜12日（月・休）
※有料 高校生以下無料

「演劇照明入門講座」
10月13日（日）
※有料 高校生以下無料

「演劇音響入門講座」
11月4日（月・休）
※有料 高校生以下無料

神戸大学児童文化研究会
豊岡公演 
8月17日（土）

舞台の原点に挑戦！
戯曲創作ワークショップ
①8月 23日（金）〜25日（日） 
②10月18日（金）〜20日（日）
③12月 6 日（金）〜8日（日）
※有料

市民演劇プロジェクト2024
地域と創る演劇『とよおか
ここ物語プロジェクト』
9月15日（日）19：00 
9月16日（月・祝）14：00
※有料 高校生以下無料

アートフェスティバル
11月２日（土）
展示部門  11：00〜
ステージ部門 13：00〜
※各日有料 高校生以下無料

（問）豊岡市民プラザ
（豊岡市大手町アイティ7F）
TEL.0796-24-3000
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50名様

但馬検定ミニクイズ
挑戦しよう！腕だめし♪

問題：特集で紹介されている、
今年出石で築城450周年を迎える山城は何城でしょう？

ハガキに上記クイズの答え、郵便番号、住所、名前、フリガナ、電話番号、
生年月日、性別、ご感想をご記入の上、
左記の「T2 編集部」宛までお送りください。 
＊締切は2024 年8月30日（金）必着
当選者の発表は商品の発送をもってかえさせていただきます。どしどしご応募ください。
※前号Vol.123の答えは「ちょんまげ」でした。　※賞品画像はイメージです。

クイズに正解された方の中から、抽選で50名様に下記の商品と、「但馬ファンクラブ会員権
（1年）」をプレゼントします。但馬ファンクラブ会員になると、但馬内の200以上の施設で割
引等の特典が受けられます。みなさん奮ってご応募ください。

（※すでに会員の方は、下記商品のみのプレゼントとなりますのでご了承ください。）

此の友酒造株式会社の
純米吟醸 加古屋「や」500ml

T2は「但馬（Tajima）」×「但馬人（Tajimajin）」を意味しています。T2は「但馬（Tajima）」×「但馬人（Tajimajin）」を意味しています。
「人と人」、「人と地域」を結びつける情報誌でありたい、そして地域を「人と人」、「人と地域」を結びつける情報誌でありたい、そして地域を
知り先人の生き方に触れることで“ふるさと但馬の確かな未来”を次知り先人の生き方に触れることで“ふるさと但馬の確かな未来”を次
世代に残したい、そんな願いを込めて制作しています。世代に残したい、そんな願いを込めて制作しています。

おたより、クイズの答えなど、
右記までどしどしお寄せください。
記事や広告に関するお問い合わせ
も、上記「T2編集部」まで。

T2編集部の電話番号
（CAMEL株式会社）

TEL : 0796 -24 -6373
FAX  : 0796 -24 -6378
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兵
庫
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市
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宛

発　行：公益財団法人 但馬ふるさとづくり協会
制　作：CAMEL株式会社

 2024 年6月15日発行 
（次回発行日：2024年10月15日）

●本紙の発行にご協力いただいた各市町、関係各位の皆様に御礼申し上げます。
●本紙掲載の写真・イラスト・記事の無断転載を禁じます。

但馬の情報誌

ヒント
- HINTO -

4-7ページを
読んでみよう！

「あ○○やま城」

＊生年月日、性別はプレゼントの「但馬ファンクラブ会員」の登録の際に使用するため、必要な情報となっております。ご了承ください。

編
集
好
記
へ
ん
し
ゅ
う
こ
う
き

前号を読んだ感想など、みなさんから

いただいたお便りをご紹介！

有
子
山
登
山
は
初
挑
戦
で
し
た
。

途
中
、地
域
探
究
の
課
題
の
た
め

頂
上
を
目
指
す
と
い
う
出
石
高
校

の
生
徒
た
ち
と
遭
遇
。元
気
な
挨

拶
の
声
に
励
ま
さ
れ
、体
力
に
自

信
が
な
い
私
で
す
が
、な
ん
と
か

登
頂
で
き
ま
し
た
。高
校
生
の
ハ

ツ
ラ
ツ
と
し
た
足
取
り
に
元
気
を

も
ら
え
た
よ
う
で
す
。歴
史
に
囲

ま
れ
た
、素
晴
ら
し
い
環
境
で
学

ば
れ
て
い
る
の
で
す
ね
。

ま
た
千
畳
敷
で
は
ギ
ン
リ
ョ
ウ
ソ

ウ
に
も
出
会
い
ま
し
た
。季
節
に

よ
っ
て
違
う
発
見
が
あ
り
そ
う

で
、ま
た
登
り
た
く
な
り
ま
す
ね
。

度
但
馬
を
訪
れ
て
か
ら
大

フ
ァ
ン
に
な
り
ま
し
た
。も
う

す
ぐ
友
達
を
連
れ
て
、ま
た
行
き
ま

す
ね
。

大
阪
市
　
K
・
M

年
に
初
め
て
但
馬
検
定
を
受

験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

T
2
を
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
い
た

こ
と
も
あ
り
、3
級
に
無
事
合
格
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
但
馬
の
話

題
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。次
は
2
級

合
格
を
目
指
し
ま
す
！

米
子
市
　
Y
・
S

路
地
探
険
が
一
番
好
き
で
す
。

「
丹
土
清
水
」み
た
い
な
湧
水

が
出
て
利
用
で
き
る
感
じ
は
、
子

ど
も
の
頃
、私
の
実
家
近
く（
現
在

も
同
じ
地
域
に
居
る
）に
も
あ
り
、

ス
イ
カ
や
お
茶
を
い
れ
た
や
か
ん

（
注
ぎ
口
に
は
ゴ
ミ
が
入
ら
ぬ
よ
う

葉
っ
ぱ
を
丸
め
て
詰
め
て
た
）を
冷

や
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
今
は
整

備
さ
れ
利
用
で
き
な
い
け
ど
、時
代

の
流
れ
で
利
用
法
は
変
わ
っ
て
も

残
っ
て
い
る
こ
と
が
良
い
な
と
感
じ

ま
し
た
。

養
父
市
　
H
・
N

2
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ツ
ー
リ

ズ
ム 

。久
し
ぶ
り
に
体
を
動

か
し
た
く
な
り
ま
し
た
。い
ろ
い
ろ

な
但
馬
の
ス
ポ
ッ
ト
も
す
て
き
で
す
。

京
丹
後
市
　
M
・
S

つ
も
但
馬
の
情
報
が
ふ
ん
だ

ん
に
載
っ
て
い
る
T
2
が
、

手
元
に
届
く
の
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

　
読
み
や
す
く
、写
真
の
色
合
い
が

よ
く
、全
体
の
色
使
い
が
鮮
や
か
で

と
て
も
い
い
冊
子
で
す
ね
。お
出
か

け
し
た
く
な
る
し
、ア
ク
テ
ィ
ブ
な

事
に
も
挑
戦
し
た
く
な
り
ま
す
。

　
食
事
や
カ
フ
ェ
も
細
か
く
取
材
さ

れ
て
い
て
役
立
ち
ま
す
。
食
品
の
写

真
が
色
鮮
や
か
だ
と
ワ
ク
ワ
ク
し
ま

す
。但
馬
の
魅
力
は
尽
き
る
こ
と
が

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、こ
れ
か

ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

養
父
市
　
M
・
M

し
た
」と
い
う
言
葉
が
心
に
残
り
ま

し
た
。走
り
続
け
て
い
る
と
気
づ
か

な
い
こ
と
に
立
ち
止
ま
っ
た
ら
気
づ

く
と
て
も
重
要
な
視
点
だ
と
思
い

ま
し
た
‼
素
晴
ら
し
い
で
す
！

神
戸
市
　
R
・
S

ペ
ー
ジ
に
載
っ
て
い
る
ポ
タ
リ

ン
グ
ツ
ア
ー
が
興
味
あ
り
ま

す
。自
転
車
を
使
い
散
歩
す
る
よ
う

に
観
光
す
る
な
ん
て
い
い
と
思
い
ま
し

た
。温
泉
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
最
後

に
し
め
く
く
る
な
ん
て
、と
て
も
贅
沢

な
時
間
を
過
ご
せ
そ
う
で
す
ね
。

明
石
市
　
D
・
M

来
高
原
は
と
て
も
美
し
い
で

す
ね
。
古
く
か
ら
伝
わ
る
丹

土
の
は
ね
そ
踊
は
何
回
観
て
も
あ

き
な
い
。す
ば
ら
し
い
踊
で
す
ね
。

小
代
区
　
D
・
M

回
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

「
つ
く
り
て
」の
キ
ム
チ
屋
さ

ん
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
て
も
気
に

な
り
ま
す
♡

新
温
泉
町
　
M
・
M

分
に
と
っ
て
当
た
り
前
だ
っ
た

キ
ム
チ
作
り
。そ
れ
が
他
者
か

ら
喜
ば
れ
る
も
の
に
な
り
、そ
れ
が

自
分
の
居
場
所
に
な
る
と
い
う
の

が
、と
て
も
カ
ッ
コ
よ
く
感
じ
ま
し

た
！
お
母
さ
ん
と
お
ば
あ
さ
ん
の
想

い
と
共
に
、こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
。

米
子
市
　
A
・
S

裏

7自

い T

照毎

ょ
‼
ち
ょ
ん
ま
げ
〜
‼
6

才
の
息
子
に
ネ
ー
ミ
ン
グ
が

ヒ
ッ
ト
し
た
よ
う
で
、
野
菜
苦
手
で

も「
こ
れ
食
べ
た
い
★
」と
。「
卵
大

き
い
し
食
べ
た
い
×
2
」ち
ょ
ん
ま

げ
寿
し
を
持
っ
て
お
花
見
に
行
こ
う

と
思
い
ま
す
。楽
し
み
で
す
♪
♪

豊
岡
市
　
M
・
K

父
市
の「
ち
ょ
ん
ま
げ
寿
司
」

卵
も
厚
く
し
い
た
け
も
大
き

く
一
度
食
べ
て
み
た
い
と
思
い
ま
し

た
。
当
地
、
多
可
町
の「
夢
蔵
巻
き

寿
司
」も
昔
か
ら
の
味
が
継
承
さ
れ

た
も
の
。
味
が
変
わ
ら
ず
お
い
し
い

と
人
気
で
す
。
当
地
の
朝
倉
山
椒

が
大
好
き
で
先
日
も
買
い
に
行
き

ま
し
た
。

多
可
郡
　
M
・
I

9
合
同
会
社
イ
マ
ジ
ネ
の
藤

原
さ
ん
の「
立
ち
止
ま
っ
た

お
か
げ
で
価
値
に
気
づ
き
、
軌
道

修
正
を
行
う
き
っ
か
け
に
な
り
ま

ち養P
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